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陰イオン交換樹脂によるウランの分離に関する研究
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表 3 ゥ ラ ンの 漏 出 容 量
陰イオン交換馴 旨によるウランの分離に関する研究
は安全に樹脂柱に吸着される.これはウラン






































3･5 ウランの吸着と pH との関係
表 4 溶離剤,硫酸の濃度と量 (0.2-0.5ml/min)
U (mg) 15.015.0 】 5.0 1 5.0 1 5.0
H2SO4 (N) 10.5辛1.0 1.5 】 2.0 i 2.0
表 5 ウランの溶離と流速
U (mg) 1 1.7 I 1.7 F 1.7I 1.7
流速 (ml/分) E0.47 f0.54 10.66
表 6 洗 液 量
試料 中のFe l50mg










































































表 9 塩 素 イ オ ン,硝 酸 イ オ ノ の 許 容 限 界
0.1N MgSO4 →
表 10 アルミニウムの影響
Urecovery (o/o))ooIloo 000 98 】93 195
























































試料溶液中のMn(mg) 1 26 1 16










































表 14 pH と 鉄 の 吸 着 量
表 15 ウランの回収に対する鉄の影響
U 回 収 (%)
Fe(〟g)













































表 18 鉄刀吸着とウランの回収に対する亜流酸ナ トリウムの影響
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表21 Na2S04の影響






















表 25 MgS04の影響 (totalsulfate一定の場合)




















表 27 鉱 石 (0.124%U)の分析結果
試料採取量 (g) 】 0.9993 1 1.0056 1.0000 1 1.0047
pH I 1.7 i 1.6 1 1.5 F 1.5 i 1.6 1 1.5
Ufound(mg)1 1.13 1 1.22
U % 1 0.113 1 0.121
1.25 1 1.22 1 1.15
0.125 1 0.121 1 0.115
表 28 鉱石に添加ウランの回収
表 29 鉱石分析 と pH の影響
表 30 鉱石試料の分析結果比較



































渡 辺 百 介
此の方法で倉吉鉱山の試料3ケについて分
析を行って,ベーパ-クロマトグラフィ-に
よる方法8'と比較してみた.表30に示す様に
両者はよく一致した.
5･3 標準操作
1)試料1-2gを秤取し,200mlのコニカル
ビ-カ-に移す.
2)二顧化マンガン約2g,2N硫顧10mlを加
え時計皿をかぶせる.
3)約5分間煮沸する.
4)冷却する.
5)約50mlの水でうすめ,水酸化ナトリウム
溶液でpHを1.0-1.5に合せる.
6)東洋ろ紙No.5Cを2枚重ねてろ過する.
ろ紙上の残睦を蒸留水で洗い,ろ液,釈
液の含量が100mlになる迄洗 う.
7)溶液を流速2ml/分で樹脂柱を通す.
8)0.1N硫酸マグネシウム,0.1N硫酸溶液
(pH1.5)40mlで樹脂柱を洗 う.
9)2N-硫酸で潜離し (0･5ml/min)溶出液
を50mlのメスフラスコに集める.
10)溶出液を適当な方法で比色定量する.
6.結 論
鉱石試料中のウランを分析するときの,二
酸化マンガン～硫酸砕解及びイオン交換分離
法について研究をおこない,実際に適用出来
ることをたしかめた.適用範囲は10mg～0･2
mgu である.本法の利点は試料の砕解が簡
単で時間がかからないこと,イオン交換の操
作で手がかからないことである.分析所要時
間は約4時間,5本の樹月旨柱をつかって1人
の分析者が1日10試料の分析が可能である.
(日本化学会第11年会 (1958)に発表)
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